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本WGが目指したこと 

2 

ナレッジ化／デジタル化
により、 

パフォーマンス維持と 
効率化を両立させる 

仕組み 

ナレッジ化 

デジタル化 

保全業務の効率化 

■対象業務 製造業における保守/保全活動 

■現状課題 製造設備の故障予防やパフォーマンス維持のための 
 定期保全/消耗品交換/ 
 メンテナンスの効率化(極小化・最適化） 

■取組みテーマ 
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As-Is/To-Beの変革ポイント（2L01-2） 

多種多様な製造設備に対し、設備の故障予防やパフォーマンス維持を目的とした定期
保全/消耗品交換/メンテナンス等を実施しているが、製造コストの低減が命題の中、
これにむけて、その効率化（パフォーマンスを維持できる範囲での極小化、最適化）
を行いたい 

原因がすぐに判らない 
→原因調査に多くの時間をとられる。 
 エキスパートの属人的ノウハウになって 
 いる。 

対策、修理計画が正しいのか判らない 
→対処方法、コストが適正か判断つかない 
 エキスパートの属人的ノウハウになって 
 いる。 

修理ノウハウ、スキルの継承に時間がかか
る 
→紙ベース、文字ベースの記録だと限界 

As-Is 

過去事例をナレッジ化し、故障診断を行う 
→原因調査時間短縮できる。 
 形式知化する事でノウハウの継承が可能 

過去事例をナレッジ化し、修理計画のリコ
メンドを行う 
→コストの最適化を図れる 
 形式知化する事でノウハウの継承が可能 

映像、動画、図面などを組み合わせた記録
をナレッジ化する 
→状況、状態を可視化 

To-Be 
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実証実験（対象工場） 
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製品製造用機械加工ラインにおける点検、保全業務を対象に実証実験を実施。 
設備の不具合情報は紙ベースで運用されており、データ化はされているが、
保全作業の効率化への活用は限定的。 
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実証実験（概要） 
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ナレッジ化 デジタル化 

特定設備の過去１０年分の不具合情報 

Ｚ 

ナレッジ化 

異常内容 原因 対応手順 

自動分類し、キーワード抽出 

症状 
辞書 

部位
辞書 

原因
辞書 

対策
辞書 

ナレッジ化の効果を高める為の課題 

不具合情報
の正規化 

画像情報、
稼働情報と
の組合せ 

音声入力な
ど入力の効
率化 

Ｚ 

デジタル化 

保全現場におけるタブレットPCの活用 
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実証実験（構成） 
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次世代ものづくりソリューション 

部位辞書 
症状辞書 
原因辞書 

過去不具合 
情報 

辞書情報 

対策辞書 

ナレッジＤＢ 

・
・

・ 

不具合 
情報 

詳細通知 

連携 

連 
絡 

整理された 
ナレッジデータモデル 

過去類似事象の抽出 
事例蓄積・更新 

過去類似 
事象検索 

保全計画 

設備故障の原因、対策、修理ノウハウをナレッジ化することで、製造コストの
低減にむけた定期保全/消耗品交換/メンテナンスの効率化を目指す。 
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「ナレッジ化」  
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過去１０年分の不具合内容を自動分類、キーワード抽出を行なった上で、整
理・辞書作成を繰り返し、「症状」「経過年」「設備詳細」「部品」などの
組み合わせから傾向分析を実施 

【過去事例の抽出】 【傾向分析】 
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「保全のデジタル化」 

テキスト情報だけでなく、映像情報（静止画、動画）やセンシングデータ、
スケジュールなどを組合せた保全情報の「デジタル化」。 
日常・定期点検の基準と結果の記録、不具合対応記録を「紙からシステムへ
の転記方式」から「直接システム入力方式」へ。 

点検項目の入力 

現場作業 

作業現場 

点検結果の確認 

事務所 

事務所作業 

不具合情報の報告 不具合情報の確認 

交換作業の計画 

作業員 保全管理者 

 利用プラットフォーム 利用コンポーネント  

次世代ものづくりソリューション 

東芝クラウドアセットサービス モバイル端末連携オプション 

情報活用SaaS 

東芝コミュニケーションAI 
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「保全のデジタル化」 
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【点検画面】 

【不具合報告】 
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「保全のデジタル化」 
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【不具合報告・保全管理者側】 
【類似事例検索】 

【現場でのタブレット操作】 
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「保全のデジタル化」 
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【作業指示と担当者アサイン】 
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保全現場からのフィードバック 
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 実現できると仕事が楽になる。新人の戦力化、活躍迄の期間短縮に繋がる。 

 監視・予知・予防によって生産計画に影響を与える機械停止が少なくなる。 

 現場では突然不具合が起きることがあり、日常点検時に限らず、「いつでも使える」
仕組みであることが必要。 

 修理は過去知見と経験に頼ることが多いが、知見や経験が無い場合も考えると 
探索の仕組みの導入は効果がある。 

 原因から構成と交換部品の型式、納期、価格等を参照できると更に良い。 

 現在は経験とスキルが無いと動けない。 
若手や新人は言葉や文字の説明のみでは理解できないケースも多い。写真、動画、
音声、構成情報、部品調達との連動等ができると更に業務効率が向上する。 

今回の実証では、実業務で使用するには至らなかったが、実証実験現場の 
保全業務担当者からは、以下のフィードバックを得ることが出来た。 
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気づきと考察 
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紙と人間系ベースでの業務遂行がナレッジの継承をさまたげているという 
課題に対し、「ナレッジ化」「デジタル化」の効果を確認 

テキスト情報以外に画像や音声等の情報を付加したマルチモーダル化が 
情報の伝達に効果をもたらすことを確認 

ナレッジの見える化により全体的な傾向が容易に把握できることを確認し、
任意の切り口による2軸チャートの見える化で容易に情報群の傾向を把握で
き、保全作業の改善に活用可能であることを確認 
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今後の課題 
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不具合情報入力シートの標準フォーマット化、および入力要領の標準化 
対象（対象機器、部位、部品、事象等）毎に入力項目を分ける、入力を自由入力から
選択式へ、入力要領書などの整備を行うことで入力のばらつきを削減 

画像情報などとの併用（AIを用いた画像認識や画像解析等の活用） 
ナレッジを補完する上で必要な情報の蓄積と連携により、ナレッジ情報の再活用が 
高度化、辞書作成においてもAIは活用可能な手段 

音声入力（質疑応答形式など）による情報入力の効率化 
情報の蓄積を促進するための入力率向上施策も必要 


